
１ 全体の概要

県民や企業、NPO、大学、金融機関、各種団体など多様なプレイヤーとの協働
を通じて、誰一人取り残さない「日本一暮らしやすい埼玉」の実現を目指す

・ 埼玉県SDGs庁内推進本部での展開
・ 全施策を貫く横断的な視点として５か年計画に反映

先進的SDGs事業への支援

・アプリ「エスキューブ」の機能向上

・ 「エスキューブ」のさらなる普及

・学校・イベント等による意識醸成埼玉県SDGs
官民連携

プラットフォーム

埼玉県SDGs
官民連携

プラットフォーム

SDGsに取り組む企業・団体を

登録する埼玉県SDGs
パートナー登録制度

取組へのサポートの充実 県民レベルの参加促進

連携して全県展開

部局横断で推進

企業・団体企業・団体 県 民

市町村

埼玉県

・官民連携の促進
・シンポジウム等の開催
・分科会による検討

企業・団体の環境･社会・経済の
三側面の取組支援

企業・団体のSDGs活動の進め方に
関するセミナーの開催等

理解促進

取組支援

登 録
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埼玉県ＳＤＧｓパートナー登録制度

埼玉県ＳＤＧｓ官民連携プラットフォーム

Ｒ６年度末 会員数：2,220者

Ｒ６年度末 登録者数：1,９２３者

目標会員数：２,４00者

２ 令和７年度の取組目標

目標登録者数：２,２00者

埼玉版SDGｓ推進アプリ「S³」（エスキューブ）登録数

Ｒ ６ 年 度 末 登 録 数 ：３０,４３５件 目標登録数：40,０００件

「埼玉県行財政改革プログラム（令和5～7年度）」目標値
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① 市町村分科会（令和3年3月設置）

② 「埼玉の豊かな水とみどりを守り育む」分科会（令和３年４月設置）

③ 「未来を創る人材への投資」分科会（令和３年４月設置）

④ 「フードロス削減」分科会（令和４年７月設置）

⑤ 「サーキュラーエコノミー推進」分科会（令和６年４月設置）

⑥ 「カーボンニュートラル推進」分科会（令和６年４月設置）

既存テーマ

３ 埼玉県ＳＤＧｓ官民連携プラットフォーム-1

新規テーマ

⑦ 🈟「ネイチャーポジティブ推進」分科会（令和7年４月設置）

⑧ 🈟「水と人をつなぐ、水循環」分科会（令和7年４月設置）



３ 埼玉県ＳＤＧｓ官民連携プラットフォーム-2

①連絡会議(令和７年度活動計画)
開催時期：４月３０日（水）～５月１６日（金）
開催方法：説明動画及び資料をホームページ上に公開することによる開催
概要：会員向けに本プラットフォーム及び分科会・検討部会の活動計画を説明する

②シンポジウム
開催時期：７月９日(水) １４時～１６時２０分
開催場所：埼玉県県民健康センター 大ホール
概要：県内企業及び県民のＳＤＧｓへの理解を深めることを目的に講演会を開催

(１)埼玉県のＳＤＧｓ推進の取組紹介
(２)基調講演：慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科 蟹江 憲史 氏
(３)パネルディスカッション（出演者調整中）

その他：一般財団法人地域活性化センターと共同開催

③分科会成果報告会
開催時期：令和８年２月１３日（金）
開催方法：対面及びオンライン
概要：分科会・検討部会のメンバーが１年間の成果報告を行う

分科会の活動計画を説明、
参加をご検討ください。

貴自治体の皆様へのお声がけや
広報誌やＳＮＳへの掲載等に周
知へ御協力をお願いします。
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３ 埼玉県ＳＤＧｓ官民連携プラットフォーム-3

④「埼玉ＳＤＧｓフェア」
時期：令和８年１月１７日（土）、１８日（日）
場所：イオンモール浦和美園 ※予定
概要：ブース出展による体験型ワークショップイベントを開催

（市町村分科会の会員としての出展も可です）
出展数：１０～１５ブース程度（令和６年度は１０ブース）
その他：正式な出展募集は夏頃実施予定

＜各ブースでのワークショップ実施の様子＞

⑤メールマガジンの発行（月３回程度）
会員のＳＤＧｓに関する情報の周知や事務局からのお知らせを発信する

（配信記事例）
脱炭素経営における情報開示の最適化セミナーの開催（合同会社 桑島技術士事務所）
乳がんの早期発見・早期治療を啓発する「ピンクリボン運動」の紹介（戸田中央メディカルケアグループ）
熊谷市中小企業ＳＤＧｓ経営・ジギョケイ策定支援奨励金のお知らせ（熊谷市）

自治体単位での出展も
可能ですのでご検討ください。

自治体情報の配信も可能！
配信希望があればご相談ください。



②パートナー登録によるメリット

①ＳＤＧｓに自ら取り組む県内企業・団体を登録
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４ 埼玉県ＳＤＧｓパートナー登録制度

・年３回（４月、８月、１１月）募集受付予定

・令和６年度受付分から「埼玉県事業者オンライン申請サービス」による申請
を開始し、事業者の負担を軽減

埼玉県事業者オンライン申請サービス

（参考）「埼玉県ＳＤＧｓパートナー登録者へのアンケート調査」（令和６年９月）

登録により貴社（貴団体）にとって利点と感じること。(上位３つ)

①従業員のモチベーション向上 42.8%

②経営方針の明確化 41.6%

③競合他社との差別化 30.6%

登録証が付与され、専用ロゴマークを使用できる（右図参照）

県ホームページ等で自社のSDGsの取組をPRできる

県の入札参加資格審査、総合評価方式で加点措置を受けることができる

県内金融機関による金利優遇商品を利用することができる

関心のある企業・団体等が
あれば御案内ください！
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５ 企業のＳＤＧｓ情報開示支援及び認証

企業の持続的な経営実現に向けて対応が必要となるＳＤＧｓに関連する項目を整理し、企業価値向上の
ために取組状況を対外的に公表できるツールを展開するとともに、高いレベルでＳＤＧｓに取り組んでい
る企業を認証する。

①スケジュール

②主な項目（案）

「社会」「経済」分野

・ガバナンス（企業統治）体制
・企業情報の公開
・公正な経済取引（不正防止）
・多様な人材の活躍支援
・健康経営への取組
・生産性の向上

「環境」分野

・環境負荷低減マネジメント
・気候変動への取組
・生物多様性保全
・資源循環・廃棄物削減
・水環境保全

パートナー登録制度

上位

最上位
認証
制度

③認証・登録制度の体系

令和６年度
・基準の検討

令和７年度
・①取組状況を対外的に公表できるツールの展開（夏頃～）

・②高いレベルでＳＤＧｓに取り組んでいる企業の募集・認証（年度後半）

令和８年度以降
・認証制度本格運用

（年２回募集）
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６ ＳＤＧｓの実現に向けた教育推進事業

☞令和５年度から取り組んでいるモデル校の取組を、対象市町（※）のモデル校以外の

全小中学校（計４７校）にも研究実践を拡大する。

☞市町村教育委員会や小中学校の管理職、教員を対象とした会議等でモデル校の取

組を紹介し、埼玉県ＳＤＧｓパートナー登録企業などと連携したＳＤＧｓの実現に向け

た教育の普及・拡大を図る。

（※）上尾市、蓮田市、川島町、皆野町の２市２町

☞小・中学校教員等を対象に授業公開及び研究発表会

を開催し、モデル校での研究成果の全県への展開を

図る。



埼玉版ＳＤＧｓ推進アプリ「Ｓ³（エスキューブ）」の広報

☞各自治体のイントラネットへの掲載など職員の方の
登録促進に御協力をお願いします。（チラシ等の発送
も承ります）

☞広報誌やメールマガジン、ＳＮＳ等での情報発信に
御協力ください。併せて、イベントや市民講座などで
の御案内もお願いします。

動画やテキスト・クイズなどでＳＤＧｓを
楽しく理解できるスマートフォンアプリ

※御協力いただける案件がありましたらお知らせください。



埼玉版ＳＤＧｓ推進アプリ「Ｓ³（エスキューブ）」の充実

①ＳＤＧｓに関するイベント登録
各自治体が開催するイベント等の情報をアプリに掲載できます。

②「ＳＤＧｓニュース」への情報提供
県内外のＳＤＧｓに関するニュースを配信する「ＳＤＧｓ

ニュース」に各自治体での取組等の情報をお寄せください。
→タイトル（20字）、概要（30字）、本文（500字）に加え

画像の御提供をお願いします。

③「特典カード」特典サービスの御提供
エスキューブポイントを300ポイント貯めると抽選にチャレ

ンジし、「特典カード」が当たる場合があります。公共施設等
での割引や特典（プレゼントやサービス追加）の追加に御協力
ください。



埼玉版ＳＤＧｓ推進アプリ「Ｓ³（エスキューブ）」の活用

エスキューブのポイント付与機能を活用したＳＤＧｓの推進提案を募集します。
自治体の費用負担なしでできる取組ですので、是非御活用ください。

例えば・・・
・自治体のリサイクルボックスへの投入
・ボランティア活動への参加特典
・フードバンクへの寄付

ヤオコーに設置されている「リサイクルステーション」にリサイクル資源を投入した方に対し、エス
キューブのポイントを付与。今年１月から２店舗（伊奈店、深谷国済寺店）で試験運用を開始。

＜企業との連携事例・株式会社ヤオコー＞



☞原則、先着での貸し出しとなりますので、まずは、貸出可能な日程であるかお問い合わせください。
（埼玉県 企画財政部 計画調整 総括・ＳＤＧｓ推進担当 TEL 048-830-2133）

ＳＤＧｓパネルの貸出

☞県で制作したＳＤＧｓの各ゴールの紹介及びピクトグラムボードをお貸しします。
（市町村が主催するイベントに限ります。第三者への転貸はご遠慮ください）

深谷市提供画像

川越市提供画像

吉川市提供画像

入間市提供画像


